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(57)【要約】
内視鏡挿入部に側方観察を行うための円錐面の観察窓を
構成するレンズの円錐面から底面に繋がる鋭角部分に、
近傍を通過するライトガイドが発生する熱が集中して伝
導されてレンズに影響を与える。
内視鏡装置は、管腔内に挿入される挿入方向を観察する
前方観察窓の第１レンズと挿入方向と交差する方向を観
察する側方観察窓の視野領域を観察する円錐台形状の第
２レンズとが配置される突出部で、第２レンズの近傍を
通過する導光部の導光に伴い発生して第２レンズに伝導
される熱を枠部材に放熱して、第２レンズ内における局
所的な温度差を緩和する熱影響緩和部を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内に挿入される挿入部の先端に、筒状に突出する形状を成して設けられ、先端面に
配置されて挿入方向の視野領域を観察する円筒形状の第１レンズからなる第１の観察窓と
、前記先端面に繋がる周側面に配置されて前記挿入方向と交差する方向の視野領域を観察
する円錐台形状の第２レンズからなる第２の観察窓とを有する突出部と、
　前記突出部と隣接して設けられ、前記第１の観察窓の前記視野領域を照明する照明光を
照射する第１の照明窓と、前記第２レンズの側方を通り、前記第１の照明窓に照明光を導
光する導光部とが設けられる台座と、
　前記第２レンズの頂面上に前記第１レンズを互いの光軸を重ね配置して支持する枠部材
と、
　前記第２レンズの底面側を固定して、前記第１レンズと前記第２レンズから取り込まれ
た観察像を結像するレンズ群を支持する枠部材と、
　前記第２レンズの底面側に設けられて前記枠部材と当接し、前記導光部の導光に伴い発
生し、前記第２レンズに伝導された熱が該第２レンズ内における局所的な部分に集中する
ことを緩和する熱影響緩和部と、
を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの底面に、光軸を囲み垂直な外周面を有するリン
グ形状に張り出して設けられることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記熱影響緩和部は、前記枠部材に形成された環状溝内に充填されて、前記第２レンズ
の円錐面の底面に当接するゲル状、パテ状又は、シート状のいずれかの熱伝導部材により
構成される熱伝導部材であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記熱影響緩和部は、前記枠部材の前記導光部に近接する側に形成された円弧溝内に充
填され、前記第２レンズの円錐面の底面に当接するゲル状物質又はパテ状物質のいずれか
により構成される熱伝導部材であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの全底面又は少なくとも外周側の底面と、前記枠
部材とを接着させる熱伝導性接着剤であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前方及び側方観察の光学系が挿入部の先端に配置された内視鏡装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、管腔内に挿入して、先端部に設けられた撮像部により撮像された画像を観察す
る挿入部を有する内視鏡装置が知られている。その撮像部に設けられる観察光学系には、
前方のみ成らず、側方の観察を行うことができる光学系素子（撮影レンズ）を有している
構成がある。例えば、特許文献１においては、挿入部の先端面から突出するように設けら
れた突出部の先端面に、前方観察窓（前方観察用レンズ）が配置され、突出部の周面には
、円曲面を有する側方観察窓（兼用レンズ）が配置された構成である。
【０００３】
　前方観察窓は、挿入方向（軸方向）を所定の視野領域の観察対象を取り込み、側方観察
窓は、軸方向に対して交差する側方周囲の観察対象を取り込んでいる。この特許文献１の
観察光学系は、それぞれの窓に配置される２つのレンズをレンズ枠により光軸方向に配列
するように一体的に構成している。
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【０００４】
　更に、この観察光学系の別な例として、特許文献１では、側方観察窓である兼用レンズ
から取り込んだ側方観察像を前方観察用レンズのレンズ面を反射面として利用して、撮像
素子に導く側方観察レンズに対して、特許文献２には、側方観察窓から取り込んだ側方観
察像を自身のレンズ内で反射して、光学素子に導く出射する側方観察レンズが提案されて
いる。この側方観察レンズは、出射面（基端側）が球面状に削り取られて、側面観察窓の
後端が側面から裏面に掛ける鋭角形状となり、側面が異なる径による段差を有する円錐台
の形状となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４９５５８３８号公報
【特許文献２】特開２０１０－１６９７９２号公報
【特許文献３】特開２００１－２９９６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述した特許文献１においては、前方を照明するために、突出部の先端面の観察光学系
に近接して、照明光を照射するための前方照明窓及びライトガイド（ＬＧ）からなる第１
の導光部が配置されている。更に、側方を照明するために、突出部の根元付近に側方照明
窓及び第２の導光部が配置されている。第１の導光部は、狭隘な突出部内に前方観察窓と
並設して収納されるため、途中で側方観察レンズと隣接することになる。
【０００７】
　このような配置により、光の通過により、第１の導光部が発熱体となって発生した熱が
側方観察レンズに熱伝導される。側方観察レンズが特許文献２のような円錐形状を成し、
後端が裏面に掛けて鋭角形状に形成されていた場合、その鋭角部分に熱が集中して影響を
受け、レンズが劣化（光学性能、変形、割れ及び、部分的な変色）する懸念がある。
【０００８】
　また、特許文献３には、内視鏡の挿入部内に設けられた発光素子（ＬＥＤ）が発生させ
た熱がレンズや撮像素子の品質劣化を招くことを課題として、その対策技術が開示されて
いる。具体的には、レンズや撮像素子の保持部材を熱伝導性に優れた材料により形成し、
更に保持部材の外周面を薄肉の外ケースに当接させて、熱を効率的に放熱している。しか
しながら、熱伝導のための枠構造が別途、必要となり小型化が難しい上、効率的に外ケー
スに放熱させるためには、構造上に制限があるため、複雑な構造とならざるを得ない。特
に、前方観察窓を主体に考案された構成であるため、側方観察窓に対して適用することが
容易ではなく、その放熱効果も限定されたものになる。その上、内視鏡装置の部品点数が
増加して組立て作業が繁雑となり、製造コストに影響することとなる。
【０００９】
　そこで本発明は、撮影光学系レンズに隣接配置される発熱体による熱の悪影響を防止し
、品質を劣化させず、狭隘な内視鏡の挿入部先端部内で簡易な構造であり、安定した性能
を有し且つ低コストで実現可能な内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明に従う実施形態の内視鏡装置は、管腔内に挿入され
る挿入部の先端に、筒状に突出する形状を成して設けられ、先端面に配置されて挿入方向
の視野領域を観察する円筒形状の第１レンズからなる第１の観察窓と、前記先端面に繋が
る側周面に配置されて前記挿入方向と交差する方向の視野領域を観察する円錐台形状の第
２レンズからなる第２の観察窓とを有する突出部と、前記突出部と隣接して設けられ、前
記第１の観察窓の前記視野領域を照明する照明光を照射する第１の照明窓と、前記第２レ
ンズの側方を通り、前記第１の照明窓に照明光を導光する導光部と、が設けられる台座と
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、前記第２レンズの頂面上に前記第１レンズを互いの光軸を重ね配置して支持する枠部材
と、前記第２レンズの底面側を固定して、前記第１レンズと前記第２レンズから取り込ま
れた観察像を結像するレンズ群を支持する枠部材と、前記第２レンズの底面側に設けられ
て前記枠部材と当接し、前記導光部の導光に伴い発生し前記第２レンズに伝導された熱が
該第２レンズ内における局所的な部分に集中することを緩和する熱影響緩和部と、を具備
する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、撮影光学系レンズに隣接配置される発熱体による熱の悪影響を防止し
、品質劣化せず、狭隘な内視鏡の挿入部先端部内で簡易な構造であり、安定した性能を有
し且つ低コストで実現可能な内視鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る前方観察窓及び側方観察窓を有する撮像ユニット
が搭載された内視鏡装置の外観構成を示す図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１の実施形態に係る挿入部先端の外観構成を示す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、挿入部先端を正面から見た構成を示す図である。
【図３】図３は、図２Ａの線分Ａ－Ａにおけるレンズユニットを含む先端部の断面構成を
示す図である。
【図４】図４は、第１の実施形態の変形例に係るレンズユニットを含む先端部の断面構成
を示す図である。
【図５Ａ】図５Ａは、第２の実施形態に係る挿入部の先端部の断面構成を示す図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、図５Ａに示す線分Ｂ－Ｂにおけるレンズユニットの断面構成を示す
図である。
【図６Ａ】図６Ａは、第２の実施形態の変形例に係る挿入部の先端部の断面構成を示す図
である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａに示す線分Ｂ－Ｂにおけるレンズユニットの断面構成を示す
図である。
【図７】図７は、第３の実施形態に係る内視鏡装置の挿入部の先端部の断面構成を示す図
である。
【図８】図８は、第３の実施形態の変形例に係る内視鏡装置の挿入部の先端部の断面構成
を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
［第１の実施形態］
　図１は、第１の実施形態に係る前方観察窓（直視観察窓）及び側方観察窓（側視観察窓
）を有する撮像ユニットが搭載された内視鏡装置の外観構成を示す図である。　
　本実施形態の内視鏡装置は、大別して、内視鏡本体１と、移動可能なトロリー２に搭載
された内視鏡用機器７と、で構成される。本実施形態は、生体の体腔内や管腔内を観察す
る生体内視鏡や、エンジン等の機器内や管路内を観察する工業内視鏡に適用可能である。
また、本実施形態では、軟性鏡を例として説明するが、硬性鏡においても同様に搭載する
ことができる。
【００１４】
　内視鏡本体１は、観察対象となる管腔内に挿入される挿入部（可撓管）４と、その先端
に設けられた湾曲部９と、湾曲部９を湾曲動作させる操作部３と、で構成される。湾曲部
９の先端側には、撮像ユニットや照明部が配置される先端部５が設けられている。以下の
説明において、挿入部４を中央として、先端部５に向かう方を先端側とし、操作部３に向
かう方を基端側と称する。　
　内視鏡用機器７は、観察対象部位に照射する照明光を生成する光源装置と、撮像された
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映像信号に所定の画像処理を施すビデオプロセッサと、映像信号を観察画像として表示す
るモニタと、入力部であるキーボード等を有している。
【００１５】
　更に、トロリー２の支柱には、洗浄等に用いられる液体（洗浄液：例えば、生理食塩水
等の水を主とする液体）を貯留するボトル８が着脱可能に取り付けられている。また、内
視鏡用機器７の内部には、送気ポンプユニットが配置されている。更に、トロリー２の棚
には、管腔内で後述する洗浄ノズルから管腔内に噴出された洗浄のための液体や気体を吸
引する吸引ユニット１０が設けられている。
【００１６】
　内視鏡本体１と光源ユニット１１は、ユニバーサルケーブル６とコネクタ接続されてい
る。ユニバーサルケーブル６は、光ファイバーからなるライトガイドの他に、映像信号等
を伝送する複数の信号線、チューブからなる気体及び液体の供給路（送気送液チャンネル
）と排出路を含んでいる。ユニバーサルケーブル６の内視鏡用機器７側に接続するコネク
タ部１２は、信号線とチューブとライトガイドに分岐して、それぞれの構成部に接続して
いる。
【００１７】
　図２Ａは、第１の実施形態の挿入部先端の外観構成を示す図、図２Ｂは、挿入部先端を
正面から見た構成を示す図である。図３は、図２Ａの線分Ａ－Ａにおけるレンズユニット
２１を含む先端部５の断面構成を示す図である。尚、以下の説明で、挿入部の体腔内の進
行方向を挿入方向又は軸方向とし、軸方向から見た面を正面（先端面）とし、その軸方向
と直交する面を側面又は周側面と称している。
【００１８】
　挿入部４の先端部５の先端面には、突出するように、レンズユニット２１と台座２６と
が一体的に設けられた筒状に突出する突出部（台座）１３が設けられている。レンズユニ
ット２１は、内視鏡の撮像光学系の一部であり、挿入方向（軸方向）で所定の視野領域（
第１の視野領域）を観察する前方観察窓（第１の観察窓：円筒凹面レンズ２３［第１レン
ズ］）２３ａと、挿入方向と交差する方向（側方）で所定の視野領域を観察する側方観察
窓（第２の観察窓：円錐台レンズ２４［第２レンズ］）２４ａと、円錐台レンズ２４で集
光された観察像の光像を図示しない撮像素子に導くレンズ群３４と、で構成される。尚、
本実施形態では、円筒凹面レンズ２３の表面が前方観察窓２３ａであり、円錐台レンズ２
４の先細りテーパーの円錐面（又は、側面）が側方観察窓２４ａである。レンズユニット
２１の後方には、側方全周囲を照明するための２つの側方照明窓（第２の照明窓）２５が
配置されている。
【００１９】
　また、台座２６は、前方観察窓２３ａと同じ面の高さ（前方への張り出し高さ）を有す
る先端構造物である。更に、台座２６の正面側には、前方観察窓２３ａの近傍に配置され
た洗浄ノズル２８及び前方観察用の照明光を照射する前方照明窓（第１の照明窓）２７が
配置される。更に、台座２６の両側面には、側方観察窓２４ａを洗浄する２つの洗浄ノズ
ル２９が配置されている。台座１３は、その内部に、洗浄ノズル２８，２９に繋がる図示
しない送液路及び送気路が配管され、配管途中に切換バルブが設けられている。また、先
端面上でレンズユニット２１の近傍には、図示しない鉗子等を挿通するための鉗子孔の開
口部３０が形成されている。
【００２０】
　また、突出部内でレンズユニット２１に隣接して、挿入部基端から挿通されるライトガ
イド（導光部）３１が台座２６の先端面に配置される前方照明窓２７まで配置され、照明
光（光束）を導光する。導光された照明光は、前方観察窓２３ａの観察視野を照明するよ
うに、前方向に照射される。ライトガイド３１及び前方照明窓２７は、前述したように、
照明時には、発熱源となる。尚、本実施形態では、ライトガイド３１を用いた構成である
が、発光ダイオード等の発光素子を挿入部先端側に設けた構成など、ライトガイド３１以
外の光源又は、熱源（例えば、ヒータ等）による発熱においても、同様に適用することが
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できる。
【００２１】
　レンズユニット２１について詳細に説明する。　
　図３に示すように、正面に配置された円筒凹面レンズ２３は、円筒形状を成し、前方に
露出する表面側（入射側）が平坦面であり、円錐台レンズ２４と当接する裏面側（出射側
）の中央には、半球形状の凹曲面が形成されている。　
　円錐台レンズ２４の頂面（小径側の面）は、周囲が環状に切り欠かれ、円筒凹面レンズ
２３と同径の段差部２４ｂが形成される。円錐台レンズ２４の頂面上に円筒凹面レンズ２
３が当接して光軸が重なるように配置され、鏡枠２２ａにより一体的に支持される。
【００２２】
　更に、円錐台レンズ２４の底面（大径側の面）側は、中央に半球状の凹面が形成され、
その凹面周囲には、リング形状に張り出す熱影響緩和部２４ｃが形成されている。この熱
影響緩和部２４ｃは、少なくとも円錐面である側方観察窓２４ａと繋がる外周面が垂直な
周側面である。つまり、円錐台レンズ２４の底面側を、光軸を中心として環状に均一な厚
さで張り出させて、従来の鋭角形状を鈍角形状に変更している。更に、熱影響緩和部２４
ｃの周側面を利用して、台座２６に当接する部分を除き、鏡枠２２ｂ内に嵌め込まれてい
る。また、円錐台レンズ２４（熱影響緩和部２４ｃ）は、底面がレンズ群３４を支持する
枠部材３３に嵌装されて当接又は密着するように固定される。
【００２３】
　円錐台レンズ２４と円筒凹面レンズ２３の当接面２４ｄは、円錐台レンズ２４における
反射面を形成する。円錐台レンズ２４は、台座１３内で枠部材３３に支持されている。　
　枠部材３３は、中央に光路となる筒部が配置され、先端に鍔状の張り出し部３３ａが形
成されて、円錐台レンズ２４の底面に密着している。筒部内には、複数の結像レンズから
成るレンズ群３４が光軸上に配列するように嵌装されている。
【００２４】
　このようなレンズユニット２１とライトガイド３１が発生させる熱の関係について説明
する。　
　前述したように、レンズユニット２１の円錐台レンズ２４がライトガイド３１と近接し
て配置されている。このため、図３に示すように、ライトガイド３１により発生した熱が
、最も近い円錐台レンズ２４の熱影響緩和部２４ｃの部分２４ｅに伝わる。一方、半径方
向の反対側の部分は、周囲の温度と略同等になっており、当初、円錐台レンズ２４内で温
度差が発生する。
【００２５】
　ここで、熱による円錐台レンズ２４内に生じる温度差の具体的な一例について説明する
。円錐台レンズ２４に熱影響緩和部２４ｃを形成しなかった場合には、レンズ下側の底面
（基端面）と繋がる鋭角の角部分に熱が溜まり易く、照明光によって上昇するライトガイ
ドの温度に近い温度まで上昇する。一例としては、近接する角部付近の温度は、ライトガ
イド温度の８０℃程度まで上昇することが想定される。円錐台レンズ２４は、この角部か
ら離れるに従い温度が下降し、反対側の部分では外気温度（２０℃程度）に近い温度とな
る。
【００２６】
　つまり、同一レンズ内に８０℃と２０℃による温度差が発生する。この温度差を、一般
的なガラス熱線膨張係数（例えば、７×１０－６／℃）に掛け合わせると、０．４２μｍ
が得られる。即ち、同一レンズ内で０．４２μｍの大きな誤差分布が発生することとなる
。この値は、レンズの光学面形状誤差（要求精度）に対して大きな誤差となり、収差など
の画像劣化となる。
【００２７】
　円錐台レンズ２４は、ライトガイド３１から伝搬された熱を、レンズ内で拡散し、且つ
枠部材３３及び鏡枠２２ａを通じて放熱する。本実施形態では、熱が最も伝えられる円錐
台レンズ２４の下側部分に熱影響緩和部２４ｃを形成して鈍角形状とすることで、熱の集
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中を緩和し、レンズ内の熱の差を少なくして、熱による変形（歪み）や割れ損傷を防止す
ることができる。また、レンズ内の局所的な温度差で発生する歪みを抑えることで、観察
像は設計された光路を通過することができ、撮影画像の画質低下を防止することができる
。
【００２８】
　［第１の実施形態の変形例］
　次に、図４を参照して、第１の実施形態の変形例について説明する。　
　図４は、第１の実施形態と同様に、図２Ａの線分Ａ－Ａにおけるレンズユニットを含む
挿入部先端の断面構成を示す図である。本変形例は、レンズユニット２１の円錐台レンズ
２４の固定手法が異なっており、これ以外の構成部は、内視鏡システムを含み同等であり
、同じ参照符号を付して、その説明を省略する。
【００２９】
　円筒凹面レンズ２３は、円錐台レンズ２４と光軸を合わせて連なるように配置されてい
る。円錐台レンズ２４の下面側は、中央に半球状の凹面が形成され、その凹面周囲には、
リング形状に張り出す熱影響緩和部２４ｃが形成されている。この熱影響緩和部２４ｃは
、少なくとも外周面が垂直面として形成され、熱影響緩和部２４ｃの底面が枠部材３３の
鍔状の張り出し部３３ａに接着剤を用いて固定されている。接着剤は、例えば、エポキシ
系の接着材料を使用した場合、熱による接着剤の硬化収縮が発生し、レンズの面を収縮さ
せる。　
　これに対して、本変形例では、円錐台レンズ２４の下側に熱影響緩和部２４ｃを設けて
り、熱の影響を最も受ける底面（接着面）と光学機能面（側方観察窓２４ａ）とを離すこ
とにより、接着剤の収縮による影響を受けなくなり、良好な画像を得ることができる。
【００３０】
　［第２の実施形態］
　第２の実施形態の熱影響緩和部について説明する。　
　図５Ａは、第２の実施形態に係る内視鏡装置の挿入部の先端部の断面構成を示す図、図
５Ｂは、図５Ａに示す線分Ｂ－Ｂにおけるレンズユニット２１の断面構成を示す図である
。即ち、第１の実施形態で説明した図２Ａの線分Ａ－Ａにおける先端部の断面構成である
。尚、本実施形態の構成部位において、前述した第１の実施形態の構成部位と同等の構成
部位には同じ参照符号を付して、その詳細な説明は省略する。　
　本実施形態のレンズユニット２１は、側方観察窓２４ａの円錐台レンズ２４の底面に、
枠部材３３の先端に設けられた鍔状の張り出し部３３ａ内に環状に設けられた熱影響緩和
部である熱伝導部材（ゲル状物質又は、パテ状物質、シート状物質）３５を当接又は密着
させて、円錐台レンズ２４の放熱効果を高めた構成である。
【００３１】
　図５Ａ，５Ｂに示すように、張り出し部３３ａで円錐台レンズ２４の底面が固定される
箇所に環状溝３３ｂを形成する。環状溝３３ｂ内を熱伝導部３６で満たして、円錐台レン
ズ２４の溝以外の底面部分を接着剤３７で接着固定し、熱伝導部３６が漏れ出ないように
密封する。この時、円錐台レンズ２４の底面に熱伝導部材３５が当接又は密着している必
要がある。尚、熱伝導部材は、ゲル状等に限定されず、シート形状に形成されてもよく、
溝内に嵌め入れてもよい。
【００３２】
　熱伝導部３６は、高い熱伝導率を有し、例えば、シリコーンを主原料とするものが知ら
れている。接着剤３７に後述する熱伝導性接着剤を採用することで、円錐台レンズ２４の
底面と張り出し部３３ａとの接着面を通じて、レンズ、枠部材３３や鏡枠２２に熱を逃が
すことができる。　
　このように構成されたレンズユニット２１の円錐台レンズ２４は、ライトガイド３１か
ら伝導された熱をレンズの底面から環形状の熱伝導部３６に逃がして、効率よく枠部材３
３や鏡枠２２を通じて放熱する。
【００３３】
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　従って、本実施形態によれば、熱伝導部３６を通じて、円錐台レンズ２４における室温
に近い箇所即ち、ライトガイド３１に近接する側の反対側に、熱を伝導して、近接側の熱
を反対側に拡散することができ、蓄積されていた熱を放熱することで、円錐台レンズ２４
の局所的な温度差を緩和されて、レンズが全体的に温度上昇する。よって、レンズ内の温
度差で発生する歪みを抑えることで、撮影画像の画質低下を防止することができる。
【００３４】
　［第２の実施形態の変形例］
　第２の実施形態の変形例について説明する。　
　図６Ａは、第２の実施形態の変形例に係る内視鏡装置の挿入部の先端部の断面構成を示
す図、図６Ｂは、図６Ａに示す線分Ｂ－Ｂにおけるレンズユニット２１の断面構成を示す
図である。尚、本実施形態の構成部位において、前述した第１の実施形態の構成部位と同
等の構成部位には同じ参照符号を付して、その詳細な説明は省略する。 
　　本変形例は、前述した第２の実施形態における張り出し部３３ａのライトガイド３１
の近傍の箇所に円弧溝３３ｃを形成し、熱伝導材料を充填した円弧形状の熱伝導部３６ａ
を配置した構成である。
【００３５】
　本変形例は、前述した第２の実施形態と同等の作用効果を得ることができる。また、接
着剤として、後述する熱伝導性接着剤を採用することで、円錐台レンズ２４の底面と張り
出し部３３ａとの接着面を通じて、レンズ、枠部材３３や鏡枠２２に熱をより逃がすこと
ができる。即ち、ライトガイド３１に近傍する円錐台レンズ２４下側の角部分における局
所的な温度上昇を抑制して、熱が伝導されたとしても、レンズ内に拡散させることができ
る。よって、レンズ内の局所的な温度差（熱の集中）で発生する歪みを抑えることで、観
察像が設計されたレンズ内の光路を通過することができ、撮影画像の画質低下を防止する
ことができる。
【００３６】
　［第３の実施形態］
　第３の実施形態の熱影響緩和部について説明する。　
　図７は、第３の実施形態に係る内視鏡装置の挿入部の先端部の断面構成を示す図である
。　
　本実施形態は、円錐台レンズ２４の全底面と張り出し部３３ａとを熱伝導率が高い熱伝
導性接着剤で接着し、接着剤を通じてレンズ、枠部材３３や鏡枠２２に熱を逃が構成であ
る。本実施形態は、接着剤４１に熱影響緩和部として機能する熱伝導性接着剤を採用する
。熱伝導性接着剤４１として樹脂材料（例えば、エポキシ材料、ポリイミド材料及びシリ
コーン材料等）を用いた接着剤が知られている。
【００３７】
　本実施形態は、熱伝導性接着剤４１を用いることにより、円錐台レンズ２４における室
温に近い箇所即ち、ライトガイド３１に近接する側の反対側に、熱を伝導することにより
、近接側の熱を反対側に拡散することができ、円錐台レンズ２４の局所的な温度差（熱の
集中）を緩和する。よって、レンズ内の温度差で発生する歪みを抑えることで、撮影画像
の画質低下を防止することができる。尚、本実施形態では、熱伝導性接着剤４１を介在さ
せることで熱を拡散させる例について説明したが、接着剤に代わって、円錐台レンズ２４
と張り出し部３３ａとの接着面に熱伝導性シートを挟むことで、同様な作用効果を得るこ
とも可能である。
【００３８】
　［第３の実施形態の変形例］
　第３の実施形態の変形例について説明する。　
　図８は、第３の実施形態の変形例に係る内視鏡装置の挿入部の先端部の断面構成を示す
図である。前述した第３の実施形態では、円錐台レンズ２４の全底面と張り出し部３３ａ
とを熱伝導性接着剤で接着した構成であったが、本変形例は、円錐台レンズ２４の外周側
底面と張り出し部３３ａとを熱影響緩和部として機能する熱伝導性接着剤で接着した構成
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である。
【００３９】
　図８に示すように、張り出し部３３ａの面の外周側を削り取り、段差３３ｄを形成する
。この段差３３ｄを埋めるように、熱伝導性接着剤４２を充填して、円錐台レンズ２４の
底面の外周側部分と張り出し部３３ａとを接着する。　
　本変形例においても、熱伝導性接着剤４２を通じて、円錐台レンズ２４に伝導された熱
をレンズの反対側（ライトガイド３１の反対側）、枠部材３３や鏡枠２２に熱を逃がすこ
とができる。この放熱により、円錐台レンズ２４の局所的な温度差（熱の集中）を緩和し
て、レンズ内の温度差で発生する歪みを抑えて、撮影画像の画質低下を防止することがで
きる。
【００４０】
　本発明の実施形態は、以下の技術的特徴を有している。　
　（１）管腔内に挿入する挿入部の先端側に、前記挿入部の長手方向と略直交する方向を
含む視野を観察する側方観察光学系を持つ内視鏡であって、　
　前記挿入部の先端寄りと基端寄りとで外径が異なる、前記側方観察光学系に設けられる
円環状の対物レンズと、　
　前記対物レンズに隣接し、前記内視鏡の視野に対して前記観察に必要となる照明光を導
く導光部と、　
　前記対物レンズにおける前記挿入部の長手方向の一端部側に接するように設けられ、前
記導光部から前記対物レンズに照射される熱が該対物レンズに影響することを緩和させる
熱影響緩和部と、を有する内視鏡装置。
【００４１】
　（２）前記熱影響緩和部は、前記対物レンズが熱変形を起こすことを抑制する歪抑制部
である（１）項に記載の内視鏡装置。　
　（３）前記熱影響緩和部は、前記対物レンズのうち径が大きい側に設けられる（１）項
に記載の内視鏡装置。　
　（４）前記熱影響緩和部は、前記対物レンズの一端部と一体的に接するように設けられ
る（１）項に記載の内視鏡装置。
【００４２】
　（５）前記熱影響緩和部は、前記対物レンズの一端部と連続した面を持つように一体的
に形成される（４）項に記載の内視鏡装置。　
　（６）前記対物レンズは、前記円環状の内面にも光学的特性を持ち、　
　前記熱影響緩和部は、前記対物レンズの内面と連続して光学的特性を持つように一体的
に形成される（５）項に記載の内視鏡装置。　
　（７）前記熱影響緩和部は、前記対物レンズの一端部と同様に円形を含む断面を持つ（
１）項に記載の内視鏡装置。
【００４３】
　（８）前記熱影響緩和部は、前記対物レンズの一端部において、
　前記導光部に面した側にのみ設けられる（１）項に記載の内視鏡装置。　
　（９）前記対物レンズの一端部側には、該対物レンズと接着して該対物レンズを保持す
るレンズ枠が設けられ、　
　前記熱影響緩和部は、前記対物レンズと前記レンズ枠との接着部に発生する歪みを緩衝
する歪緩和部を兼ねる（１）項に記載の内視鏡装置。　
　（１０）管腔内に挿入する挿入部の先端側に、前記挿入部の長手方向と平行な方向を含
む視野を観察する前方観察光学系を更に備える（１）項に記載の内視鏡装置。
【符号の説明】
【００４４】
　１…内視鏡本体、２…トロリー、３…操作部、４…挿入部（可撓管）、５…先端部、６
…ユニバーサルケーブル、７…内視鏡用機器、８…ボトル、９…湾曲部、１０…吸引ユニ
ット、１１…光源ユニット、１２…コネクタ部、１３…突出部（台座）、２１…レンズユ
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ニット、２２，２２ａ，２２ｂ…鏡枠、２３…円筒凹面レンズ、２３ａ…前方観察窓、２
４…円錐台レンズ、２４ａ…側方観察窓、２４ｂ…段差部、２４ｃ…熱影響緩和部、２４
ｄ…当接面、２５…側方照明窓、２６…台座、２７…前方照明窓、２８，２９…洗浄ノズ
ル、３０…開口部、３１…ライトガイド、３３…枠部材、３４…レンズ群。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図３】

【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月5日(2014.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内に挿入される挿入部に設けられ、第１の方向を観察するための第１レンズと、
　前記挿入部に設けられ、前記第１の方向とは異なる方向の第２の方向を観察するための
第２レンズと、
　少なくとも前記第２レンズを支持する枠部材と、
　照明光を前記挿入部内に導光する、前記第２レンズと隣接して設けられる導光部と、
　前記第２レンズの底面側に設けられて前記枠部材と当接し、前記導光部の導光に伴い発
生して前記第２レンズに伝導された熱が該第２レンズ内における局所的な部分に集中する
ことを緩和する熱影響緩和部と、
を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの底面に前記第２レンズの光軸を囲み垂直な外周
面を有するリング形状に張り出して設けられることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
装置。
【請求項３】
　前記第２レンズは、円錘形状を含み、
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの大径側の底面から均一な厚さで張り出して設け
られることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記挿入部の先端には、筒状に突出する形状を成すとともに、前記第１レンズにより前
記第１の方向を観察するための第１の観察窓と、前記第２レンズにより前記第２の方向を
観察するための第２の観察窓と、を有する突出部が設けられることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記突出部と隣接して設けられ、前記導光部と、前記導光部からの前記照明光を前記第
１の方向に照射する第１の照明窓とが少なくとも設けられる台座をさらに具備することを
特徴とする請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記第１レンズは、前記突出部の先端に配置されて、挿入方向である前記第１の方向の
視野領域を観察する円筒形状のレンズであり、
　前記第２レンズは、前記突出部の前記先端面に繋がる周側面に配置されて前記挿入方向
と交差する方向である前記第２の方向の視野領域を観察する円錐台形状のレンズであるこ
とを特徴とする請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記枠部材は、前記第２レンズの頂面上に前記第１レンズを互いの光軸を重ね配置して
支持し、
　前記第２レンズの底面側を固定して、前記第１レンズと前記第２レンズから取り込まれ
た観察像を結像するレンズ群を支持することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記熱影響緩和部は、前記枠部材に形成された環状溝内に充填されて、前記第２レンズ
の円錐面の底面に当接するゲル状、パテ状又は、シート状のいずれかの熱伝導部材により
構成される熱伝導部材であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
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【請求項９】
　前記熱影響緩和部は、前記枠部材の前記導光部に近接する側に形成された円弧溝内に充
填され、前記第２レンズの円錐面の底面に当接するゲル状物質又はパテ状物質のいずれか
により構成される熱伝導部材であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの全底面又は少なくとも外周側の底面と、前記枠
部材とを接着させる熱伝導性接着剤であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明に従う実施形態の内視鏡装置は、管腔内に挿入され
る挿入部に設けられ、第１の方向を観察するための第１レンズと、前記挿入部に設けられ
、前記第１の方向とは異なる方向の第２の方向を観察するための第２レンズと、少なくと
も前記第２レンズを支持する枠部材と、照明光を前記挿入部内に導光する、前記第２レン
ズと隣接して設けられる導光部と、前記第２レンズの底面側に設けられて前記枠部材と当
接し、前記導光部の導光に伴い発生して前記第２レンズに伝導された熱が該第２レンズ内
における局所的な部分に集中することを緩和する熱影響緩和部と、を具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２Ａ】

【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２Ｂ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２Ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内に挿入される挿入部に設けられ、第１の方向を観察するための第１レンズと、
前記挿入部に設けられ、前記第１の方向とは異なる方向の第２の方向を観察するための円
錐形状を含む第２レンズと、
　少なくとも前記第２レンズを支持する枠部材と、
　照明光を前記挿入部内に導光する、前記第２レンズと隣接して設けられる導光部と、
　前記第２レンズの底面側に設けられて前記枠部材と当接し、前記導光部の導光に伴い発
生して前記第２レンズに伝導された熱が該第２レンズ内における局所的な部分に集中する
ことを緩和する、前記第２レンズの大径側の底面に設けられる熱影響緩和部と、
を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの大径側の底面から均一な厚さで張り出して設け
られることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの大径側の底面に前記第２レンズの光軸を囲み垂
直な外周面を有するリング形状に張り出して設けられることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記挿入部の先端には、筒状に突出する形状を成すとともに、前記第１レンズにより前
記第１の方向を観察するための第１の観察窓と、前記第２レンズにより前記第２の方向を
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観察するための第２の観察窓と、を有する突出部が設けられることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記突出部と隣接して設けられ、前記導光部と、前記導光部からの前記照明光を前記第
１の方向に照射する第１の照明窓とが少なくとも設けられる台座をさらに具備することを
特徴とする請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記第１レンズは、前記突出部の先端に配置されて、挿入方向である前記第１の方向の
視野領域を観察する円筒形状のレンズであり、
　前記第２レンズは、前記突出部の前記先端面に繋がる周側面に配置されて前記挿入方向
と交差する方向である前記第２の方向の視野領域を観察する円錐台形状のレンズであるこ
とを特徴とする請求項４に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記枠部材は、前記第２レンズの頂面上に前記第１レンズを互いの光軸を重ね配置して
支持し、
　前記第２レンズの底面側を固定して、前記第１レンズと前記第２レンズから取り込まれ
た観察像を結像するレンズ群を支持することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記熱影響緩和部は、前記枠部材に形成された環状溝内に充填されて、前記第２レンズ
の円錐面の大径側の底面に当接するゲル状、パテ状又は、シート状のいずれかの熱伝導部
材により構成される熱伝導部材であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記熱影響緩和部は、前記枠部材の前記導光部に近接する側に形成された円弧溝内に充
填され、前記第２レンズの円錐面の大径側の底面に当接するゲル状物質又はパテ状物質の
いずれかにより構成される熱伝導部材であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装
置。
【請求項１０】
　前記熱影響緩和部は、前記第２レンズの大径側の全底面又は少なくとも大径側の底面の
外周側の底面と、前記枠部材とを接着させる熱伝導性接着剤であることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明に従う実施形態の内視鏡装置は、　管腔内に挿入さ
れる挿入部に設けられ、第１の方向を観察するための第１レンズと、前記挿入部に設けら
れ、前記第１の方向とは異なる方向の第２の方向を観察するための円錐形状を含む第２レ
ンズと、少なくとも前記第２レンズを支持する枠部材と、照明光を前記挿入部内に導光す
る、前記第２レンズと隣接して設けられる導光部と、前記第２レンズの底面側に設けられ
て前記枠部材と当接し、前記導光部の導光に伴い発生して前記第２レンズに伝導された熱
が該第２レンズ内における局所的な部分に集中することを緩和する、前記第２レンズの大
径側の底面に設けられる熱影響緩和部と、を具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
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　円筒凹面レンズ２３は、円錐台レンズ２４と光軸を合わせて連なるように配置されてい
る。円錐台レンズ２４の下面側は、中央に半球状の凹面が形成され、その凹面周囲には、
リング形状に張り出す熱影響緩和部２４ｃが形成されている。この熱影響緩和部２４ｃは
、少なくとも外周面が垂直面として形成され、熱影響緩和部２４ｃの底面が枠部材３３の
鍔状の張り出し部３３ａに接着剤を用いて固定されている。接着剤は、例えば、エポキシ
系の接着材料を使用した場合、熱による接着剤の硬化収縮が発生し、レンズの面を収縮さ
せる。　
　これに対して、本変形例では、円錐台レンズ２４の下側に熱影響緩和部２４ｃを設けて
、熱の影響を最も受ける底面（接着面）と光学機能面（側方観察窓２４ａ）とを離すこと
により、接着剤の収縮による影響を受けなくなり、良好な画像を得ることができる。
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方向。
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